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トピックス 
国内におけるサーモン海面養殖について 
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はじめに 

最近，国内でのサーモン海面養殖が再び注目さ

れつつあります．なぜ「再び」と記したかと言え

ば，1970 年代後半から 1980 年代にかけてサーモ

ン海面養殖が盛んに取り組まれた時代があったか

らです．しかし，そのほとんどの事業は頓挫し，

継続的な産業として成功したのは宮城県のギンザ

ケ養殖のみといっても過言ではありません．ここ

では，過去の取り組みとの比較をしつつ，サーモ

ン海面養殖を取り巻く社会環境の変化を踏まえて

現在のサーモン養殖についてまとめてみたいと思

います． 
 

過去の国内サーモン海面養殖 

国内におけるサーモン海面養殖は，宮城県三陸

沿岸で 1975 年にギンザケ Oncorhynchus kisutch の

海面養殖が開始されたのが最初です（武川ら  
1984）．三陸地域においても，夏期の海水温が 20℃
を超えてサケ科魚類の飼育には適さないことから，

0 才の秋（11 月初旬頃）までギンザケを内水面で

飼育し，海水に適応できるスモルト化した150g程
度の種苗を海面生け簀に導入して海面養殖を開始

し，水温が上昇する翌年の 7 月までに 2kg 程度ま

で育て出荷を終える養殖サイクルでした．この養

殖サイクルは，現在も変わっていません（図 1）．
宮城県における生産量は徐々に増加し，1990 年に

は生産量約 2 万 t，生産額が 139 億円に達しまし

た．養殖開始当初は，餌として生餌やモイストペ

レット（生餌と粉末配合飼料を混合してペースト

状にした餌）が使われていましたが，現在では EP
ペレット（エクストルーデッドペレット：加圧成

形加工した消化吸収に優れた配合飼料）に切り替

わっています．1980 年代には，ギンザケ養殖場の

自家汚染も問題となり，志津川湾では生け簀直下

の海底泥において COD（化学的酸素要求量）が

100mg/g dry を超える値が観測された事例もあり

ました（武川ら 1984）．しかし，養殖生産量が減

少し EP ペレットへの切り替えが進んだ 1990 年

代後半には極端な環境悪化は認められなくなり，

海面養殖が休止する半年間の間の自然浄化力との

均衡により海面養殖の持続的な継続が可能と判断

されていました（佐々木ら 2002）． 
北海道各地でも，1980 年代にはサクラマス

Oncorhynchus masouの海面養殖が取り組まれまし

た（河村 2008）（表 1）．養殖形態としては，先行

していた三陸地域のギンザケ養殖の技術をベース

図 1．国内におけるサクラマスやギンザケの海面養殖サイクル． 
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としたもので，北海道においても三陸地域と同じ

く秋に種苗を内水面から海水馴致して海面養殖を

開始し，水温が上がる夏前に出荷する養殖パター

ンでした．中でも乙部町はその中心であり，1982
年から開始され 1991 年には 60ｔ以上の生産を上

げるまでになりました．しかし，出荷時の平均重

量が 1kg 前後と，三陸地域のギンザケでは出荷時

の平均重量2kgと比較すればサクラマスの成長の

悪さが問題点の一つでした．その頃から外国産の

サケ類の輸入が急増し，天然魚だけでなくノルウ

ェーやチリからの養殖サーモンの輸入も増加しま

した．また，その当時は秋サケの漁獲量も増大す

るなど，国内のサケ市場全体に供給過剰気味で，

サケ類の価格も低迷し，乙部町におけるサクラマ

ス海面養殖も 1996 年が最後となりました． 
 

現在の国内サーモン海面養殖 

宮城県の 2016 年のギンザケ養殖生産は，生産

量約 1 万 1 千 t，生産額約 61 億円で，国内のサー

モン養殖生産量の9割以上を占めています（表１）．

しかし，2011 年の東日本大震災時には，大津波に

より宮城県内のすべての養殖施設が流失し，壊滅

的な打撃を受けました．当時養殖中だったギンザ

ケもすべて散逸し，その数は 500 万尾以上と見積

もられています．近年，養殖魚の生態系への影響

ということも注目されていることから，散逸した

ギンザケについて少し触れておきたいと思います． 
 
（１）東日本大震災で散逸したギンザケ 
散逸したギンザケの多くは東北沿岸にとどまっ

ていたと推定され，2011 年秋には岩手県などの多

くの河川で成熟した個体の遡上が確認されていま

す（Sasaki et al. 2016）．ギンザケは在来種のサク

ラマスと交雑する可能性があったことから，その

子孫の回帰年に当たる 2014 年に岩手県の宮古市

場に水揚げされたサクラマス類（約 2000 尾）の

調査が 5 月から 9 月にかけて行われました．外観

的特徴および鰓耙数などの分類形質と遺伝子解析

による種判定では，5 尾のギンザケが発見されま

したが交雑種と思われる個体は発見されませんで

した（Sasaki et al. 2016）．ギンザケと判定された

個体は，3 才魚が 3 個体認められ 2011 年に散逸

したギンザケの子孫の可能性がありましたが，ロ

シアの天然ギンザケが回遊してきている可能性も

考えられます．いずれにしても，今回の調査から

は散逸したギンザケが東北太平洋岸に定着するよ

うな兆候やサクラマスとの交雑は見られませんで

したが，今後しばらくは注意を払う必要があると

考えられます． 
 
（２）東日本大震災からの復興の取り組み 
重要な地域産業として定着した宮城県のギンザ

ケ養殖ですが，震災以前からその経営改善の必要

性が指摘されていました．そのため，東日本大震

災を機に水産庁の「がんばる養殖復興支援事業」

(http://www.fpo.jf-
net.ne.jp/gyoumu/hojyojigyo/08hukkou/hukkou_yosh
oku/fukkou_keikaku/miyagi_ginzakeproject.pdf)など

のサポートを受けながら養殖事業の復興と養殖経

営改善の努力が始まりました．また我々も，農林

水産技術会議の「食料生産地域再生のための先端

技術展開事業」において，ギンザケ養殖業復興の

ための研究開発を行ってきました．この中では，

１．社会経済的な視点からの市場分析，２.生食分

野への供給を目指した品質向上のための技術開発，

３．生産性向上のための魚病防除と高成長系統の

作出に取り組んできました．社会経済学的な視点

からの成果は，濱田ら（2016）の「宮城ギンザケ

養殖の産地再生課題」に詳しくまとめられている

北海道サクラマス（乙部町） 1980年代 宮城県ギンザケ 現在

養殖形態
秋に0才スモルトを海水馴致して海面養殖開始し初夏までに出
荷

秋に0才スモルトを海水馴致して海面養殖開始し初夏までに
出荷

種苗サイズ 100-150ｇ 0才魚 150-170g 0才魚

餌 モイストペレット（冷凍魚80％粉末配合飼料20％） EPペレット

出荷平均サイズ 0.8-1.5kg（平均体重が1kgに届かない年も多かった） 2kg前後

生産規模 60ｔ（平成3年がピーク 平成8年終了） 11千ｔ、60億円（平成28年）（平成4年22千トンがピーク）

魚病 あまりなかった（ビブリオがわずかに発生）
ビブリオ（ワクチン使用）
EIBS（対処法なし自然獲得免疫依存）

種苗性
成長促進すると0才秋に雄の多くが成熟
ギンザケに比較して秋季の海水適応能にばらつき

成長促進してもそれほど多くの早熟雄が出現しない
秋季でも海水適応能が高い

成長 6月頃から成熟に伴う成長停滞（製品サイズに届かない） 産卵期がサクラマスより2ヶ月程度遅いため出荷まで高成長

身質 サケ科魚類の中でも高い評価
身質が柔らかく生食向け冷凍加工に不向き
小骨が柔らかく加工しにくい

種卵確保 在来種
北米原産で魚類防疫上の理由からH8年以降天然ギンザケ卵
の輸入がされなくなったため、それ以前に輸入されたギンザケ
の子孫を継代飼育して種卵生産（遺伝的近交の懸念）

河村 博. 2008. 湖沼と河川環境の基盤情報整備事業報告書
より抜粋

「がんばる養殖復興支援事業」等を参照

表 1．国内のサーモン海面養殖新旧比較． 
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のでそちらを参照されたいが，国産ギンザケと競

合するチリのギンザケの動向については，チリで

生産されるギンザケの大半が日本向けであり，価

格動向などからチリ側も8万トン程度の輸出が妥

当と判断していることや，近年魚の消費が減少す

る中，生鮮サケ類の消費は増加しており，特に西

日本では相対的にブリの消費が減りサケ類が増加

している傾向があることなどが示されています．

この傾向は，ノルウェーなどの海外養殖サーモン

の販売戦略によるサケ類の生食市場の拡大に由来

するものと考えられますが，宮城ギンザケでは生

食向け出荷はあまり想定されてきませんでした．

これは，ギンザケの身質や骨が柔らかく，生食向

け加工やその冷凍保存に向かないことが要因の一

つにあります．このことから，本プロ研では，生

食向け出荷のための電気ダモによる迅速な魚の沈

静化と活締め機を組み合わせたギンザケ用の効率

的な活締めシステムの開発や，ブライン凍結など

による生食向け冷凍加工品の開発を行っています．

また，ギンザケ養殖においては赤血球封入体症候

群（EIBS）がしばしば大量斃死を引き起こすこと

から対策が求められていましたが，EIBSウィルス

は培養ができないためワクチン開発ができていま

せんでした．本プロ研では，EIBS ウィルスの全ゲ

ノムを解読し新種のウィルスであることを突き止

め（Takano et al. 2016），ワクチン開発を進めてい

ます．さらに，宮城県水産技術総合センター内水

面水産試験場で選抜された高成長系統を元に，遺

伝子解析に基づいた遺伝的近交の低減と系統の維

持向上のための技術開発を進め，国産高成長系統

の養殖現場への普及を目指しています． 
 
（３）新たなサーモン養殖に関する動き 
宮城県における養殖経営体は，基本的には個人

経営ですが，宮城県漁業協同組合やいくつかの商

社等のグループに分かれ，飼料の共同購入や共同

での水揚げなど緩やかな協業体制をとっています．

最近の新たな動きとしては，ニッスイグループが

東日本大震災を契機に宮城県から鳥取県に移転し，

企業が主体となったギンザケ養殖を開始し，1000
ｔを超える生産を上げるまでになっています．そ

の他，ニジマス（トラウトサーモン）Oncorhynchus 
mykiss の海面養殖も各地で試みられ，青森県の海

峡サーモン，香川県の讃岐サーモンなど，数トン

規模の生産が上げられています． 
北海道区水産研究所では，ロシア 200 海里内で

の流し網漁禁止に伴い，根室地域からの要望を受

けて，平成 27 年度より水産庁「養殖魚安定生産・

供給技術開発委託事業」によりベニザケ

Oncorhynchus nerka の養殖技術開発に着手しまし

た．ベニザケはこれまで海面養殖が行われたこと

はありませんが，サケ科魚類の中でも食味に優れ

ることから新たなサーモン養殖の対象種として有

望と考えられます．北海道道東地域は，冬季の気

象条件が厳しいため三陸地域のギンザケ養殖のよ

うな冬季の海面養殖は困難ですが，逆に夏季の海

水温が20℃を超えることがほとんどないため夏季

の海面養殖が可能ではないかと考えています．現

在我々は，ベニザケを海水飼育しながら，水温特

性やベニザケ特有の赤い身色の再現などに取り組

んでいます． 
 
このように，日本各地でサーモン養殖への関心

が高まっていることから，今後も関係機関や生産

者と協力して，サーモン養殖産業の振興に貢献し

たいと考えています． 
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